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議
会
自
ら
権
限
を
放
棄

暑中お見舞い

　　申し上げます
　　　　２０１３年盛夏

この議会報告をもって暑中

のご挨拶とさせていただき

ます。

　

も
と
も
と
６
月
議
会
は
、
桜

が
丘
団
地
販
売
（
開
発
公
社
）

の
決
算
報
告
が
さ
れ
議
会
と
し

て
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
審
議

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
「

報
告
な

の
で
審
議
の
必
要
は
な
い
」
と
い

う
理
由
で
審
議
は
行
わ
な
く
な

り
審
議
す
る
件
数
は
少
な
く
な

る
ば
か
り
で
す
。

　

あ
げ
足
取
り
の
議
会

　

議
会
は
、
結
果
が
大
事
な
の

で
は
な
く
、
ど
う
い
う
議
論
を

し
て
そ
う
い
う
結
果
に
な
っ
た
の

か
、
そ
の
時
の
少
数
意
見
は
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
と
い
う

こ
と
が
大
事
な
は
ず
で
す
。
結

果
だ
け
を
求
め
て
、
少
数
意
見

は
切
り
捨
て
る
の
は
民
主
的
な

５月 18 日 隔週で行なっている街頭演説

　

６
月
定
例
議
会
で
は
、
初
日
に
、

麻
薬
取
締
法
違
反
容
疑
で
逮
捕

さ
れ
た
先
生
の
件
で
、
教
育
長
よ

り
陳
謝
と
児
童
の
心
の
ケ
ア
に
最

優
先
で
取
り
組
む
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
児
童
の
み
な
さ
ん
は

び
っ
く
り
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

さ
て
、
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た

議
案
は
た
っ
た
の
３
件
で
、
①
鵜

飼
町
に
あ
る
転
作
促
進
研
修
セ
ン

タ
ー
を
契
約
期
間
満
了
に
よ
り

地
権
者
に
返
還
す
る
、
②
土
生

町
に
あ
る
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン

タ
ー
の
名
称
を
「

府
中
市
南
の
丘

体
育
館
」
に
変
更
す
る
、
③
市
役

所
庁
舎
の
耐
震
化
事
業
な
ど
の
補

正
予
算
で
し
た
。

議
会
運
営
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
議
会
は
議
員
の
あ
げ
足
取

り
の
議
論
ば
か
り
に
な
っ
て
、
市

民
の
声
が
届
か
な
く
な
り
ま
す
。

　

町
内
会
長
の
み
な
さ
ん
か
ら

「

伊
藤
市
長
は
国
か
ら
の
交
付
金

で
大
き
な
箱
物
ば
か
り
つ
く
っ
て
、

町
内
会
の
要
望
は
何
も
聞
い
て
く

れ
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
だ
け

に
、
地
元
に
住
む
議
員
と
し
て
は

町
内
会
の
要
望
を
き
ち
ん
と
市

政
に
伝
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
は

ず
で
す
。

　

最
終
日
に
、
国
府
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
「

備
後
国

府
跡
の
保
護
に
関
す
る
決
議
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。



　　
　

問
わ
れ
る
販
売
策

　
　

桜
が
丘
団
地
問
題

　

毎
年
６
月
議
会
に
桜
が
丘
団

地
の
決
算
が
報
告
さ
れ
ま
す
。

①
販
売
数
は
22
区
画
。

②
決
算

　
　

収
入
１
億
５
１
３
３
万
円

　
　

支
出
１
億
８
４
４
６
万
円

　
　

純
損
失
△
３
３
１
２
万
円

③
借
入
額
（
借
金
）

　

負
債
は
昨
年
９
６
０
０
万

円
返
済
し
15
億
３
０
０
０
万

円
、
資
本
が
１
億
３
２
２
８
万

円

あ

る

た

め

借

入

残

は

13
億
９
７
７
１
万
円
で
す
。

 

特
典
の
充
実　

今
で
し
ょ
う

販
売
は
目
標
年
30
区
画
に
対

し
、
１
年
目
18
区
画
、
２
年
目

12
区
画
、
３
年
目
22
区
画
と
好

調
で
す
。
残
り
は
２
３
７（
２
８
９

-

52
）
区
画
と
な
り
ま
す
。
あ

と
７
年
で
完
売
す
る
た
め
に

は
、
現
在
の
特
典
【
開
発
公
社

分
】
定
住
促
進
補
助
金
50
万
円
、

太
陽
光
発
電
設
置
助
成
金
最

大
１
０
０
万
円
、
複
数
区
画
購

入
助
成
金
２
区
画
目
10
％
値
引

き
、【
府
中
市
分
】
転
入
促
進

補
助
金
50
万
円
、
子
育
て
支
援

補
助
金
50
万
円
、
な
ど
の
充
実

が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
特
典
も
出
ど

こ
ろ
は
市
民
の
税
金
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
現
在
ま
で
桜

が
丘
団
地
の
販
売
に
い
く
ら
税

金
を
つ
ぎ
込
ん
だ
の
か
、
今

後
い
く
ら
つ
ぎ
込
む
予
定
な

1 180 廿日市 52.12 455 297 88 295 402

2 223 東広島 51.59 153 312 388 157 622

3 224 福山 51.58 297 289 320 213 528

4 283 三次 51.08 31 367 536 586 264

5 315 大竹 50.73 258 424 523 105 585

6 379 広島 50.12 378 296 220 134 735

7 380 三原 50.12 119 459 652 326 364

8 459 庄原 49.35 189 546 448 709 134

9 504 竹原 48.94 214 517 713 378 263

10 549 安芸高田 48.48 87 589 746 648 114

11 550 呉 48.47 217 614 513 349 485

12 556 府中 48.41 453 423 718 497 185

13 668 尾道 46.90 438 646 681 394 360

14 679 江田島 46.75 383 681 629 592 216

1 印西（千葉） 60.49 683 3 9 60 86

市　名

(県内） （全国）

順　　位

■「住みよさランキング」2 0 1 1年版より

総合
評価

偏差値

安
心
度

利
便
度

快
適
度

富
裕
度

住
居
水
準
充
実
度

単位：位　

の
か
、
市
民
に
説
明
し
、

合
意
を
得
て
い
く
べ
き
で

す
。桜

が
丘
団
地
が
府
中

市
財
政
の
重
荷
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

町
内
会
長
か
ら
は
「

町

内
会
の
要
望
は
何
も
し

て
く
れ
な
い
」
、
若
い
人

は
「

パ
ッ
と
し
な
い
の
が

府
中
市
の
特
徴
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。

住
む
基
盤
の
町
内
の

改
善
や
、
若
者
が
必
要

と
し
て
い
る
１
日
中
過

ご
せ
る
公
園
な
ど
を
取

り
入
れ
な
か
っ
た
結
果

か
、
府
中
市
は
住
み
よ

さ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
全
国
で

８
１
０
都
市
中
５
５
６
番

目
、
県
内
で
14
市
中
12
番
目
の

下
位
に
あ
り
ま
す
。

資
料
は
２
０
１
２
年
版
都
市

デ
ー
タ
ー
パ
ッ
ク
か
ら

年　目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

　目  標 30 30 30 30 30 30 30 30 30 19 289
　実　績 18 12 22 52

　新たな販売計画　　357－68（19％）＝289区画、　残り２８９－５２＝２３７区画

　年　　度 合　計



　

地
方
独
立
行
政
法
人
化
で

　
　
　
　
　
　
　
　

切
り
捨
て
ら
れ
る
中
山
間
地
域
の
医
療
サ
ー
ビ
ス

　
　

北
市
民
病
院　
「
常
勤
外
科
医
の
不
在
」「
入
院
ベ
ッ
ド
の
縮
小
」

『独
法
化
で
よ
り
深
刻

　
　
　
　
　
　
　

赤
字
と
医
師
不
足
』

府
中
北
市
民
病
院
の
現
状
は
、

昨
年
４
月
に
独
法
化
に
な
っ
て
以

降
も
医
師
の
増
員
な
し
。
赤
字
も

解
消
で
き
て
い
な
い
。
北
市
民
病

院
か
ら
府
中
病
院
に
外
科
医
が
異

動
し
、
府
中
市
民
病
院
に
は
外
科

医
が
増
え
た
が
、
北
市
民
病
院
は

常
勤
外
科
医
が
不
在
と
な
り
、
一

般
の
手
術
が
で
き
な
い
病
院
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
今
年
の
４
月
か

ら
内
科
医
常
勤
医
師
１
名
も
減
に

な
り
、
三
次
中
央
病
院
か
ら
、
期

限
付
き
で
内
科
医
の
応
援
を
う
け

患
者
さ
ん
を
み
て
い
る
の
が
現
状

だ
。

　
　

　
　
　

『上
下
町
民
の
声
』

71
歳
の
男
性
が
マ
ム
シ
に
噛
ま

れ
た
が
北
市
民
病
院
で
診
て
も
ら

え
ず
、
世
羅
中
央
病
院
に
入
院
に

な
っ
た
。

　

80
歳
男
性
が
体
調
が
悪
い
の

で
再
入
院
を
希
望
し
た
が
断
ら

れ
、
府
中
市
民
病
院
に
入
院
。

高
齢
の
妻
が
看
護
の
た
め
遠
距

離
タ
ク
シ
ー
通
院
を
強
い
ら
れ

疲
れ
果
て
て
い
る
。

　

施
設
入
所
を
し
て
い
る
方
の

体
調
が
急
変
し
た
の
で
救
急
車

を
呼
ん
だ
が
北
市
民
病
院
も
三

次
中
央
病
院
に
も
断
ら
れ
、
世

羅
中
央
病
院
に
向
か
う
途
中
で

亡
く
な
ら
れ
た
。
警
察
も
き
て

大
変
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
独
法
化
に
よ
っ

て
、
北
市
民
病
院
は
ま
さ
に
存

続
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　　
　

『実
状
調
査
の
要
望
を
無
視
』

　

一
方
、
伊
藤
吉
和
府
中
市
長

は
、
山
陽
新
聞
の
新
春
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
「

病
院
自
体
の
破
綻
リ

ス
ク
は
解
消
し
て
い
る
」
６
月
24

日
朝
日
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

事
で
「

市
立
病
院
は
Ｊ
Ａ
府
中
総

合
病
院
と
統
合
し
て
１
年
。
経
営

悪
化
で
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た

が
、
統
合
で
危
機
を
脱
し
た
」
と

語
っ
て
い
る
。
し
か
し
現
実
に
は

統
合
に
よ
り
北
市
民
病
院
の
存

続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　

『一
方
通
行
の
情
報
』

　
６
月
１
日
の
広
報
ふ
ち
ゅ
う
に
は

多
田
敦
彦
理
事
長
が
「

病
院
の

収
支
は
大
き
く
改
善
し
ま
し
た

が
、
医
師
不
足
の
状
況
は
依
然

と
し
て
厳
し
く
、い
ま
だ
病
院
は
、

経
営
破
た
ん
の
危
機
か
ら
完
全
に

脱
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
語
っ
て
い
る
。

　

そ
の
収
支
だ
が
、
同
じ
広
報
で

「

４
億
円
改
善
し
て
い
る
」
と
あ

た
か
も
独
法
化
で
事
態
が
改
善
し

た
か
の
よ
う
な
記
事
を
載
せ
て
い

る
が
、
病
院
自
体
の
赤
字
は
解

消
し
て
お
ら
ず
市
か
ら
の
繰
入
金

で
か
ろ
う
じ
て
黒
字
決
算
に
な
っ

て
は
な
ら
な
い
。

　

３
月
議
会
で
、
独
立
行
政
法

人
化
後
、
常
勤
医
師
が
不
在
と

な
り
一
般
外
科
手
術
が
で
き
な

く
な
っ
て
以
後
の
地
域
住
民
の
実

態
を
調
査
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

要
望
を
お
こ
な
っ
た
。
市
長
は
、

実
態
調
査
を
す
る
こ
と
も
せ
ず
、

言
い
っ
ぱ
な
し
で
あ
る
。
官
制
情

報
の
一
方
通
行
だ
と
言
わ
れ
て

も
仕
方
あ
る
ま
い
。

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
市
の

繰
入
金
も
２
億
１
千
万
円
か
ら

４
億
９
千
万
円
に
増
加
し
て
い
る

の
が
実
態
で
あ
る
。

　

市
長
は
、「

市
民
に
は
詳
し
い

こ
と
は
わ
か
ら
な
い
」
と
で
も

思
っ
て
い
る
の
か
、
自
分
の
施
策

に
都
合
の
良
い
数
字
を
使
っ
て
都

合
の
良
い
説
明
を
し
て
い
る
。
大

事
な
の
は
現
実
で
あ
っ
て
「

市
長

が
言
っ
て
る
か
ら
」
と
惑
わ
さ
れ

　　　　　　　　広島地裁、 意見書の採用を認める

　 北市民病院を守るための裁判は５月２０日第７回公判が開

かれました。 裁判長は私たち原告の代理人である弁護団か

らの意見書の採用を認め次回の期日を８月５日午後１時３０分

としました。

 意見書は行政法学者に作成を依頼しているもので、 内容

は、 行政訴訟で争点になっている処分性、 原告適格につい

て専門家の立場から述べるものとなります。

 被告である府中市や広島県はこれ以上の審理は必要ない

として裁判の終結を主張していましたが、 裁判所は客観的

な証拠は採用するとして府中市の主張を退け次回の公判の

開催となりました。

 公判には上下町から大型バスに５１名の傍聴者を乗せて広

島地裁３０２号法廷に到着。 現地集合の人とあわせて傍聴席

をいっぱいに埋めることができました。



　 また市外から　公平委員の選任同意

岸田光弘さん　福山市在住（　弁護士　）

【質問】 ①前任者は市内居住の方だが、 公平委員は市内居

住者を前提にしていると思います。 なぜ市外居住者なの

か理由を伺います。

②また、 公平委員は３名で中立、 使用者側、 労働者側か

ら選出することになっています。 公平委員会は労働者の

「 かけこみ寺」 と言われるほど、 労働者側が弱い立場にあ

ることは明らかです。 労働者側の委員について連合など

労働者側の了解を得ているのか質問いたします。

【答弁（ 総務課長）】 ①市内、 市外という条件はない。

【再質問）】　①委員は「 人格が高潔で地方自治の本旨及び

民主的で能率的な事務の処理に理解があり、 かつ人事行

政に関し識見を有する者」 となっていますが、 府中市内

にはこういう方はおられないのか。 ②については答弁が

ないので回答を。

【答弁（ 市長）】 ①市内におられない訳ではない。 たまたま

市外にいい人がおられた。 市外の方ではいけないのか。

それでは私もいけないのか。 ②労働者側の了解をとる必

要はない。

【再々質問】 ①公平委員会は市役所の職員の不利益を処理

することが仕事なのだから、 市内の方で府中のことがよ

くわかった人がいいことが前提である。 市外の方は問題

があります。 ②また、 市長の答弁なら３委員は市長の考え

に沿った人で決まることになり公平ではない。

《 感想》

　　市長、 副市長、 教育長、 監査委員、 公平委員とすべて

市外の人ばかりです。 これでは府中市への郷土愛は育た

ないのではないでしょうか。 そのため社会クラブの３名の

議員は採決に加わりませんでした。

　　　　　　それでは、私もいけないのか！

　

パ
ッ
と
し
な
い
の
が

　
　
　
　
　

府
中
市
の
特
徴

今
後
の
県
立
高
校
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
た
協
議
会
が
広

島
県
教
育
長
に
最
終
報
告
書
を

手
渡
し
ま
し
た
。

注
目
さ
れ
た
中
山
間
地
域
・

島
嶼
部
の
高
校
存
続
問
題
に
つ

い
て
は
、
存
続
を
願
う
多
く
の

中
山
間
・
島
嶼
部
の
当
事
者
の

期
待
に
反
し
、
明
確
な
存
続
の

文
言
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

学
校
規
模
に
関
し
て
も
、
１

学
年
３
学
級
以
下
の
高
校
は
統

廃
合
と
す
る
既
存
の
方
針
を
撤

回
す
る
の
で
は
な
く
、
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る

と
の
文
言

に
止
ま
っ

て

い

ま

す
。今

後

は
、

県
が
こ
の
報
告
書
を
踏

ま
え
、「

今
後
の
県
立
高
等
学

校
の
在
り
方
に
係
わ
る
計
画
」

を
１
年
後
に
策
定
す
る
予
定
で

す
。
協
議
会
最
終
報
告
で
は
、

明
確
な
存
続
は

な
か
っ
た
も

の
の
協
議

会

議

事

録
を
読
む

と
中
山
間
・
島

嶼
部
地
域
に
高
校
は
必

要
と
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。今

後
の
県
の
計
画
に

存
続
を
願
う
住
民
の
意

見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

引
き
続
き
注
目
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
協
議
会
の
最

終
報
告
は
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
読
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

３
月
26
日
に
開
か
れ
た
府
中
市

健
康
地
域
づ
く
り
審
議
会
報
告
の

次
世
代
創
造
分
科
会
の
主
な
意
見

の
中
に
、「

府
中
市
の
人
口
で
、
30

歳
か
ら
34
歳
の
人
口
が
減
っ
て
い

る
。
こ
の
年
代
に
と
っ
て
住
み
や
す

く
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
町
づ
く
り
が

人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
の

で
は
」「

30
歳
か
ら
34
歳
ま
で
の
人

口
だ
け
際
立
っ
て
減
少
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
転
出
理
由
な
ど
を

分
析
し
解
析
し
て
い
く
べ
き
」
と

あ
り
ま
す

　

市
民
課
の
資
料
で
は
25
歳
か
ら

30
歳
ま
で
の
転
出
も
多
く
、
実
質

は
25
歳
か
ら
34
歳
と
な
っ
て
い
ま

す
。
転
出
先
は
ダ
ン
ト
ツ
で
福
山

市
で
、
理
由
は
住
宅
関
係
、
就
職
、

結
婚
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
25
歳

か
ら
34
歳
ま
で
の
人
は
家
を
建
て

る
人
が
多
く
、
福
山
市
に
住
宅
を

求
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

土
地
の
価
格
や
利
便
性
、
人
に
や

さ
し
い
教
育
・
保
育
な
ど
若
者
が

希
望
す
る
よ
う
な
生
活
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

　

県
立
高
校
の
あ
り
方

　
　
　
　
　
　
　

最
終
報
告

　
　
　

上
下
高
校
の
存
続
問
題


